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１、令和 2 年度せと市民総ぐ

るみ防災訓練をふまえて 

 

【質問趣旨】 

 せと市民総ぐるみ防災訓練

は、令和元年度から、新しい

形式として取り組まれるよう

になった。 

今年度は、令和 2年 11 月 15

日に南海トラフ地震が午前 8

時に発生し、瀬戸市が震度 6

弱の地震に見舞われたことを

想定したものであるが、新型

コロナウイルス感染症対策と

しての訓練が取り入れられ

た。 

まだ、初めての訓練でもあ

り今後の在り方と考え方を伺

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）今年度の訓練について 

 

 

 

（２）シェイクアウト訓練の効

果について 

 

 

 

 

 

 

（３）災害時安否確認について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 今年度は、せと市民総ぐるみ防災訓練の内容として、「安否確認」「避難行動

支援」「避難所開設・運営」に取り組むとされましたが、去年の訓練と大きく

変更された点について伺う。 

 

① 地震の発生と同時に身の安全を確保するシェイクアウトを行うことは、効果

的な防災訓練であると考える。「効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議（略称

Shakeout 提唱会議）」では参加を呼び掛けており、２０２０（令和２）年は、

日本全国で、現在の参加登録者総数が２，４０８，２９６名となっています

が、瀬戸市としては参加しているのか、伺う。 

② 高齢者には、シェイクアウトの意味が理解しにくいこともあり、広がらない

一面でもあると考えるが、見解を伺う。 

 

① 新型コロナ感染症対策として、災害時安否確認カード・黄色いハンカチなど、

目印となるものを玄関先に出して、第三者が確認できる訓練を、市民全員で

行うことを目標としましたが、地域を取りまとめたのは、連区連合自治会が

行ったのか伺う 

② 全市民が参加することを目標とした訓練であったが、町内会へ加入していな

い世帯へは、周知がされていなかったと思われるが、どのような状況だった

のか伺う。 

③ 今回の災害時安否確認では、目印となるものを玄関先に示していない世帯が 

どのような事情だったのかを、分析しておくことが課題であると考えるが、 

見解を伺う。 
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（４）地域防災支援員について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）今後の取り組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 地域防災支援員は、災害発生から避難所運営や行政への情報伝達と、大変重

要な位置づけとなるが、しかし、地域防災計画には位置づけが示されていな

いが、見解を伺う。 

② 各担当地域防災支援員とは、地域は日頃より顔のわかる関係をつくっておき、

コミュニケーションを取っておく必要があると考えるが、見解を伺う。 

③ 今回の訓練では、発災の想定時間である午前 8 時に、地域防災支援員は小学

校体育館避難所に待機していたのですが、本当の地震では、地域住民で避難

所を立ち上げなくてはならなくなることを、認識していただく必要があると

考えるが、見解を伺う。 

 

 

① 今回の南海トラフ地震、瀬戸市の想定震度６弱をふまえて行った訓練ですが、 

過去の事例から、大地震の前にも大きな前震が起き、また、単独で震度５弱

クラスの地震が起きることも考えられる。 

首相官邸においては、震度５弱の地震が起きた場合に、危機管理センターに

情報連絡室が設置され、自衛隊は航空機などを使用して速やかに現地情報の

収集に取り組まれ、その情報を官邸などに伝達できる体制をとります。 

  本市でも、震度５弱で安否確認カードなどを使用することで、より効果的と 

考えるが、見解を伺う。 

② 避難所では、新型コロナウィルス感染症対策として、「３密」を避ける為に、

収容定員を減らさなくてはならず、収容可能人数の情報提供や、代替施設避

難所の利用可能な情報提供も必要となってくると考えるが、見解を伺う。 
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③ 避難所のトイレについて、内閣府（防災担当）が、平成２８年４月に「避難所に

おけるトイレの確保・管理ガイドライン」をもうけており、災害発生当初は、避

難者約５０人当たりに対し１基、避難者が長期化する場合は約２０人当たりに対

し１基を一つの目安としており、避難所運営においても認識をもち、平時から対

応について考えておかなければならないと考えるが、見解を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


